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図版 9 円念寺山遺跡
1遺跡全景 (西 より・空中写真), 2集石全景 (東 より)



図版 10 円念寺 山遺跡
l ri梓卜1(西 より), 2 Tf帯Ⅲ2(flよ り)
6作業風景

37「率H(卜「より), 4集石 8ブ」出 ri状 |ケと (山 より), 5集石30(西 より)



図版11 黒川地区周辺遺跡
1平担面 15, 2円念寺山行者窟, 34平担面 13実測風景, 5平担面 14実測風景, 6平担面 15実測風景
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図版12 遺物写真 (縮尺 1/2)
日枝神社裏遺跡 :平坦面 1・ 集石 1・ 集石 3・ 平坦面 2 ・平坦面 3・ 平坦面 4 ・平坦面 5,SK l出 土 (図版 2参照)



図版13 遺物写真
日枝神社裏遺跡 iSK l

(縮尺2‐39:1/2,2‐ 34～ 38・ 5-17・ 18。 ① :実大)
・平坦面 1・ 平坦面 3出土 (図版 2・ 3参照)



図版14 遺物写真 (縮尺1/2)
日枝神社裏遺跡 :平坦面 1・ 平坦面 2・ 平坦面 3・ 集石 1・ 集石 3・ 集石 4・ 集石 5出土,表採遺物 (図版 2・ 3参照)
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図版15 遺物写真 (縮尺 1/2)
円念寺山遺跡 :集石H・ 集石16・ 集石17・ 集石26・ 集石28出土 (図版3参照)



図版16 遺物写真 (縮尺 1/2)
円念寺山遺跡 :集石13・ 集石16・ 集石20・ 集石21・ 集石24・ 集右27・ 集石29・ 集石30・ 平坦面 1出土 (図版4参照)



図版17 遺物写真 (縮尺 1/2)
円念寺山遺跡 :集石19・ 集石20・ 集石24・ 集石25・ 集石29・ 集石30・ 平坦面2出土 (図版4・ 5・ 6参照)
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図版18 遺物写真 (縮尺 5-1
円念寺山遺跡 :集石 2・ 集石 8出土 ,

・ 5-2・ 6-18～ 6-21
平成11年度分布調査採集遺物

・① :1/2,6-16・ 6-17:1/3)
(図版 5,6参照)
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(1)円念寺山遺跡の調査

1.遺構 (第 1図～第22図、図版14～ 図版27、 第1表 )

今年度の調査は、昨年度に検出した集石群のうち西半部のものを対象に、その性格を明らかにすることを目的に実

施した。集石の石材を随時記録を取りながら取 り外した結果、その地下より板状の石材を組み合わせた箱状あるいは

礫積みの石帝【を計24基検出した (ただしうち1基は当初より地表に露出)。 これらは尾根上にほぼ一直線に連なり、上

部を覆う集石の重なりから概ね尾根の先端から順に築造されていったことが窺える。築造当初はその上部にも積石や

盛土などが施されていたものであろうが、大部分は既に失われていた。石存卜の大半は調査以前に開封された痕跡をも

つものの、埋納主体部が完存していた6基をはじめ埋納品をとどめるものも多く、出土遺物の性格やほぼ同時期に営

まれ始めた黒川上山古墓群の遺構構造との相違から、これらは12世紀後半 (平安時代末期)に造営された経塚群であ

ったものと判断した。ここでは、経塚遺構を中心にその構造について概略を述べる。ただし遺構番号が必ずしも築造

上の単位になっているわけではないことをここに明記しておく。

なお、石帝【内の埋土は特に言及しない限り3～ 5cm大の礫をまばらに含む黄掲色～黄灰色土である。

1-1号石榔・壇状集石 (第2図、図版14) 遺跡の西端、尾根の先端部に位置し、長方形の集石とその南西隅に

取 り付 く石帝卜(昨年度報告の石彬卜1)か らなる。両者は石棒卜→集石の順で築かれている。石彬【は調査以前から地表面

に露出しており、内部は5cm大の礫が混じる黄褐色上で埋まっていた。平坦な1枚の底石と4枚の側石からなり、内法

は長軸30cm、 短軸25cm、 高さ40cm(以下「×」で表示)ほ どである。埋土を取り除いたところ、底石上から金銅製独

鈷杵 (図版2-1)と銅碧 (図版2-2)が出土した。金銅製独鈷杵は鈷の両端をほぼ南北に向けて置かれ、そのすぐ東

隣に銅碧が裏面を上にして置かれていた。ともに石彬卜の東側に偏つていて西側には空間があるが、経筒外容器を納め

る空間的余裕や経筒の痕跡はなく、本石帯卜が尾根最先端に位置すること、これのみが地上に露出することという特異

性なども考え合わせると、これは「経塚」ではなかった可能性が高い。本経塚群造営に際する造営主の強い意志、あ

るいは地鎮・結界などといった何らかの儀礼的な背景があつたものと考える。

壇状集石は50cm大の大ぶりの石材を小口を意識するように配したもので、北辺・西辺は2段に積み、上面は槻ね平

坦である。長軸約200cm、 短軸約100cm、 高さ約40cmを 測る。集石中、試掘墳のいずれからも遺物は出土していない。

上述の石榔に伴う祭壇的なものの可能性がある。

1-2号経塚 (第3図、図版15) 1-1号壇状集石の南東部に接して築造された経塚。区画は1-1号壇状集石との

境が不明瞭なものの、180× 150cmほ どの方形を意識して30～50cm大の石を配しているようである。石存卜は1枚の底

石・5枚の側石 。1枚の蓋石によって60× 30× 45cmほ どの空間を作り出しており、内部からは珠洲四耳重 (図版2-3)、

珠洲片口鉢 (図版2-4)が ともに北東方向に向かって倒れた状態で出土した。埋納時は四耳重に片口鉢で蓋をしてい

たものであろう。四耳壺の内部は石彬【内埋土と同様の土で埋まり、それ以外に1ま何も遺存 していなかった。また、南

東側の側石の外側にはもう1枚の板状の立石が存在し、さらにそのタト側から短刀1日 (図版2-5)が切先を下にして立

つた状態で出土した。

2-2号経塚 (第4図、図版15) 1-2号経塚の東に隣接する経塚。区画は東側の縁石が不明瞭ながらも150× 120

cmほ どの方形を呈する。石棒【は平坦な底石の四方に側石を立てた立方体状で、内法は25× 20× 30cmほ どである。本経

塚は集石検出時より区画のほぼ中央に石帝卜の蓋石が露出しており、蓋石を取り除いたところで石彬【内から珠洲経筒外

容器 (図版3-1)、 北側と東側の側石の間から短刀1回 (図版3-2)が切先を下に向けて差し込まれた状態で出上した。

経筒外容器内は上端から10cmほ どまでは小礫混じりの褐色土、それ以下は小礫混じりの灰色土で埋まり、礫以外の内

容物は遺存していなかった。
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3号経塚 (第 5図、図版16・ 17) 2-2号経塚の東に隣接する経塚。南側は崖に接 し、また上部の集石がほとんど

失われていたため区画は不明であるが、石移卜北側に並ぶ30cm大の石が区画縁石であつた可能性がある。その場合、約

180cm四方の方形区画が想定できる。石存卜は1枚の底石・6枚の側石で構成され、南北に長い楕円形を呈する。内法は

60× 45× 45cmほ どで、そのほぼ中央に珠洲経筒外容器 (図版3-3)、 その周囲を充填する10～ 15cm大 の詰石中に青白

磁合子 (図脱 -1)、 青白磁小重 (図ナ理 -2)、 火打金 (図版4-3)力湘己される。また、4回の短刀 (図版4-4～ 7)が

それぞれ位置を違えて出上したが、うち3日 はいずれも切先を下に向けて立つという点で共通する。経筒外容器の内

部は上部10cmほ どまでは小礫混じりの褐色土、それ以下は小礫混じりの灰色上で埋まり、礫以外の内容物は遺存して

いなかった。なお、蓋石と思しき大型の石材は付近には見当たらないが、詰石と同様な礫によって経筒外容器上を被

覆しているような状況が窺われ、その礫中からは経筒外容器蓋の火焔部破片が出土している。

5号経塚 (第6図、図版18)3号経塚から4mほ ど東に位置する経塚。区画は樹根による撹乱によって不明瞭であ

るが、現状では150× 100cmほ どの方形を呈する。上部集石中より珠洲経筒外容器蓋片 (図版9-12)が出土しており、

過去に開封及び埋納品の抜き取りが行なわれたことを示唆している。石彬【も樹根による破損が著しいが、1枚の平坦

な底石と4枚の側石を確認した。内法は45× 35× 30cmほ どである。石移【内部から遺物は出土しなかったが、石棒卜の北

側からは3日の短刀 (図版9-1～ 3)が出土した。これらは埋納当時の状況を保つているものと推測される。

6-1号・ 6-2号経塚 (第 7図、図版18) 5号経塚の東に隣接する。尾根を分断するような幅120cm、 深さ60cm

ほどの溝を埋めるように集石が施されており、その地下から南北に並ぶ2基の石棒【を検出した。溝の底に石を卜を2基構

築し、集石によつて溝を埋めたものと推測される。南側の石棒卜を6-1号経塚、北側の石帯卜を6-2号経塚とした。6-1

号石榔は1枚の底石と5枚の側石からなり、平面形は五角形を呈する。内法は35× 30× 40cmほ どを測る。6-2号石帝卜は

5枚の側石のみで構築され、内法30× 25× 30cmほ どの空間を作り出している。石移【・集石のいずれからも遺物は出土

しなかった。

7-1号経塚 (第8図、図版19) 6-1号・6-2号経塚の東に隣接する。北側と西側には50～ 60cm大の大ぶりな区

画縁石が並び、約180cm四方の方形区画が想定できる。区画中央部は集石が希薄で過去の開封があつたことを窺わせ

ていたが、その地下から1枚の底石と7枚の側石からなる内法70× 50× 40cmほ どの石棒卜を検出した。石存【内部は本来蓋

石や上部集石であつたものと推測される石で埋まり、そこから経筒外容器蓋として用いられたものであろう珠洲片口

鉢 (図版12-1)が破片で出土した。また、石帯【北東部の側石裏側より短刀1日 (図版9-4)が刃部を下にして横向き

で出土した。

7-2号経塚 (第 9図、図版19)7-1号経塚の東に隣接する経塚。30～ 50cm大の区画縁石とみられる石から推定

すると、210× 180cmほ どの方形区画であったようである。区画西辺の縁石は隣接する7-1号経塚と共有する。検出時

から区画の中央部付近が1段低く、その部分の集石を取り除いたところ珠洲片口鉢 (図版4-9)が伏せた状態で出土

し、その下部より珠洲四耳重 (図版4-8)と 石彬卜を検出した。石棒卜本体は1枚の底石と5枚の側石で構成されるが、北

側以外の三方は外側にさらにもう1枚ずつ側石状の石が存在し、二重構造になっている。内法は50× 50× 40cmほ どで、

四耳重が石椰のほぼ中央に据えられ、その間に20cm大の礫が詰まる。四耳壺内は石棒卜内埋土と同様の上で埋まり、礫

以外の内容物は遺存していなかった。

8-1号・ 8-2号経塚 (第 10図、図版20) 8-1号・8-2号経塚は、築造工程上互いに密接な関係にあるものと

想定される経塚である。区画北辺・南辺に30～ 40cm大の区画縁石が約180cm離れてほぼ平行に約240cmに わたつて並び、

その間に2基の箱型の石存卜が築かれている。両者を区画する明確な縁石は認められず、石椰間は心心距離で約120cmを

測る。西側の8-1号経塚の石惇卜は1枚の平坦な側石と5枚の側石で構成され、内法は30× 25× 40cmほ どである。石帝卜内

には本来蓋石であつたものと考えられる板状の石が縦に落ち込む。西恨]の側石の外側からは昨年度の調査で短刀 (図
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版9-5)が斜めに差し入れられた状態で出土している。石存【北側の集石中からは青白磁小杯 (図版8-5)が出土して

いるが、元位置を保つていたものかどうかは不明である。東側の8-2号経塚の石帯卜は昨年度の報告で石蒋卜2と したも

のである。1枚の平坦な底石と5枚の側石で構成され、内法は30× 30× 40cmほ どである。両者はその位置関係のみなら

ず大きさや構造なども類似しており、一連のものとして構築された可能性が高い。なお、北側・南側の区画縁石のあ

り方からは、次に述べる9号経塚も一連のものとして築かれた可能性も想定できる。

9号経塚 (第 11図、図版21) 前述の8-1号・8-2号経塚の東に隣接する経塚である。南北220cm、 東西120cmほ ど

の長方形区画を意識した集石がなされる。区画中央部付近は積石状に集石が施され、それを取 り除いたところ7日の

短刀 (図版5-3～ 6、 図版6-1～3)が出土し、その下には蓋石の上面がのぞいていた。これらは互いに一部重なり合

いながら三角形、あるいはU字状を意識して蓋石上に配置されたものであろう。また、蓋石東端付近からは2点の棒

状鉄製品 (図版6-4。 5)が出土している。短刀類と蓋石を取り除くと、半割された珠洲片口鉢 (図版5-2)を蓋と

する珠洲四耳壼 (図版5-1)が石棒【内から出土した。石棒卜は1枚の底石と5枚の側石からなるが、側石上には持ち送り

石状の石が積まれてそこに蓋石が乗る。その内法は35× 35× 30cmほ どで、四耳壷との間には10cm大の詰石が入る。四

耳壼内は半分ほどまで石存【内埋土と同様の上で埋まり上半は空間が残されていたが、礫以外の内容物は遺存していな

かった。

10号経塚 (第 12図、図版22) 9号経塚の東に隣接する経塚。東隣の11号経塚の集石が一部覆い被さるため不明瞭

ではあるが、南北210cm、 東西120cmほ どの長方形区画であつたようである。区画の北側は過去に石の移動があつたよ

うで集石は希薄であるが、南側には積石状の集石が存在する。その集石を取 り外 したところ1枚のやや平坦な礫が水

平に置かれており、その下部から珠洲壺 (図版6-6)が出土した。重には片口鉢などの陶製蓋はなく、さきの平坦な

礫を蓋としていたようである。また、この石は石椿卜の蓋石としての役割も呆たしていたものであろう。石存卜は厚さ5

～10cmほ どの小ぶりな礫を重を固定・保護するように小日に積み上げたものであり、他の経塚の石帯卜とは構造が異な

っている。壼内部は石棒卜内埋土と同様な土で埋まるが、内部より不明鉄製品3点 (図版6-8～ 10)を 検出した。しか

し銅製経筒などは出土していない。また、石彬卜の北より銅鏡 (図版6-7)が 1面、鏡面を下にして置かれた状態で出

土した。

11号経塚 (第 13図、図版22) 10号経塚の東に一部重複して存在する経塚である。区画北側は崖面上部に連なる石

垣状の石組に接するため不明瞭ではあるが、およそ200cm四方の方形集石であつたようである。集石は一部村根によ

る撹乱を受ける。集石中より珠洲重口縁部片 (図版7-1)。 片口鉢片 (図版7-2)が出土しており、過去における開

封を窺わせる。集石地下からは30cm大の石を長手に配した西に開く「コ」の字状の石組を検出した。東側から南側に

かけては2～ 3段ほど積み上げており、築造時には西側・北側にも石組が廻つていた可能性がある。現状で内法50×

50× 50cmほ どを測り、その内部より銅鏡2面 (図版7-3・ 4)が鏡面を合わせた状態で石組北辺から、短刀2日 (図版

7-5'6)が並んで立った状態で出土した。

12号経塚 (第 14図、図版23) 11号塚の東に位置する経塚。上部の集石はほとんど存在せず、石存卜上部が露出して

いた。石棒【は90× 75× 50cmほ どの円形土墳の壁に側石を貼り廻らせてその上部にも石を乗せたものと推測されるが、

側石は一部元位置を遊離している。遺物は出土しなかった。

13-3号経塚 (第 15図、図版23) 平坦面1の西辺に位置する経塚。樹根による崩壊・変形が著しい。現状からは

区画は100× 90cmほ どの方形であつたものと推測される。石彬卜は構築当初の姿をとどめてはいないが、1枚の側石と3

枚の狽1石を確認した。内法は1辺が25cmほ どの立方体状であったものか。石椿卜内外ともに遺物の出土はない。

13-1号経塚 (第 16図、図版24) 13-3号 経塚の東に位置する経塚。200× 120cmほ どの長方形区画の南端に、1枚

の底石と6枚の側石からなる石棒卜が構築されている。区画中央に存在する大型の石は元位置から動かされた蓋石であ
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った可能性が高い。石椿卜の内法は45× 40× 40cmほ どで内部は10～ 30cm大の礫で埋まり、多くは縦向きに入る。この礫

中及び石棒卜外に珠洲経筒外容器 (図版9-13・ 14)が破片となって散乱しており、その一部は隣接する13-2号経塚の

集石中にも及ぶ。また、東側の側石間に短刀が切先を下に向けて差し入れられていた。

13-2号経塚 (第 16図、図版23) 13-2号経塚の東に隣接する経塚で、境界の区画縁石を共有する。これらの経

塚も築造工程上の関連を持つものと考えられる。区画は200× 120cmほ どの長方形を呈し、その南寄りに埋納主体部が

ある。埋納主体部は土媛の北側・東側に偵1石状の石が存在するものの、残る2面には側石状のものは存在しない。そ

の空間は現状で40× 40× 30cmほ どを測り、内部は10～ 50cm大の礫と黄褐色土で埋まる。礫のうち大型で板状のものは

石棒卜の側石や蓋石が元位置を遊離したものの可能性があり、ここでは一応この埋納主体部も「石棒卜」として扱う。石

棒【の西壁は現状では土壁となっているが、青白磁小壺 (図版8-6)と 青白磁稜花皿 (図版8-7)がともに口縁部を壁

側に向けて貼 りつくようにして出土した。この2点が石棒卜の内部に納められたものか、側石の裏側に納められたもの

かは不明である。

14号経塚 (第 17図、図版24) 13-2号 経塚の東に隣接する経塚であり、区画は約180cm四方の方形を呈する。全体

的に大ぶりな石で構成され、中央部付近ではそれらが積み上げられたような状態であったことから埋納主体部が良好

に遺存していることが予想された。しかしこれらの石を取り除いたところ、石帯卜は半分崩壊した状態で遺物も出土し

なかった。過去に開封した後に再度石を積み直したものであろうが、そうした手間と労力を必要とする行動の背景に

ついては不明な点が多い。単なる「盗掘Jと して片付けることのできない理由があったものかも知れない。石帝卜は

90× 75× 50cmほ どの楕円形土墳の壁に側石を廻らせたものと推測されるが、現状では3枚の側石を残すのみであった。

15号経塚 (第 18図、図版25) 14号経塚の東に隣接する経塚。30～ 50cm大 の区画縁石が180cm四方の方形に廻 り、

その中央部に石棒卜を構築し、その周囲に集石が残る。西側の区画縁石の一部は14号経塚の東狽」区画縁石に乗り上げて

おり、築造上の前後関係を示している。石棒卜は1枚の底石と5枚の側石で構成され、その内法は30× 30× 30cmほ どであ

る。石棒卜には蓋石状の石が乗っていたものの、その内部は10cm大の礫と黄褐色土で埋まり、遺物は出土しなかった。

16-1号経塚 (第 19図、図版25) 15号経塚の東に隣接する経塚で、境界の区画縁石を共有する。区画は180× 150

cmほ どの方形を呈し、その東端部に90× 90× 30cmほ どの円形土墳の壁に側石を貼り廻らせて構築した石存卜を有する。

土娠の掘り込み面は縁石の据えられた面より約10cm低 く、2段掘り状を呈する。側石は現状では6枚確認できるが一部

崩壊しており内側に倒れ込んだ側石も存在する。石棒【内部は20～ 30cln大の石で埋まり、多くは縦向きに入る。遺物は

出土しなかった。

16-2号経塚 (第20図、図版25) 16-1号 経塚の東に隣接する経塚で、境界の区画縁石を一部共有する。150cm四

方の方形区画のようであるが、南側の区画縁石は失われている。区画中央に1枚の底石と4枚の側石からなる箱型の石

帯卜があり、内法は30× 25× 35cmほ どを測る。石存【構築用上娠の掘り込み面は周囲より1段低く、その差は20cmほ どで

ある。石帝卜内から遺物は出土しなかったが、区画南辺付近より珠洲片回鉢片 (図版12-3)が出土している。

土師質皿・炭化物集中域 (第 20図、図版25) 16-2号 経塚南の平坦部において、土師質皿 (図版9-8～ 11)及 び

炭化物片がまとまって分布する範囲を確認した。その最大分布範囲は東西250cm、 南北130帥ほどの長円形を呈し、そ

の中央西寄りの径50cmほ どの範囲に特に集中する。土師質皿は大部分が細片と化しており、意図的な破砕と散布を窺

わせる。なお、本集中域中の東寄りの地点には、板状に破砕された礫の集積が認められる。礫の中には被熱による赤

化かと思われる痕跡を残すものがあり、この場において何らかの儀式が執 り行われていた可能性が高い。

16-3号経塚 (第21図、図版26) 16-2号経塚の東に位置する経塚。区画は120cm四方の方形かと推測されるが不

明瞭である。石存卜は底石をもたない箱状で、東側のみ円礫を2段に積み、あとは3枚の側石が囲う。内法は30× 30× 50

cmほ どで、平面形に比して深い。石棒卜の内部は10～ 30cm大の石で埋まる。石移【内部とその周辺から珠洲片口鉢 (図版
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12-2)が破片となって出土している。

17号経塚 (第21図、図版26) 16-3号 経塚の東に位置する経塚。210c皿 四方ほどの方形区画が想定できる。石椰は

北狽1の一部と南側が板状の立石である以外は、礫を3段ほどに積み上げる。内法は25× 20× 45cmを 測り、平面形に比

して深い。石棒卜内部は10～ 20cm大の礫が詰まるが、それに混じって珠洲片口鉢の注目部破片 (図版12-9)が出土し

た。

29号塚 (第22図、図版26・ 27) 平坦面3の北東端付近に位置し、長さ10m、 幅2m、 高さ0.9mほ どの土塁の上部に

長さ6mほ どの集石を施す。石棒卜のような地下施設は持たない。北側崖際では平成11年度の分布調査において完形の

珠洲重 (図版8-3)・ 珠洲片口鉢 (図版8-4)が採取されている (第24図円形網点部分 )。 昨年度の調査においても

まとまった量の珠洲壼体部破片が出土していたため、今年度も継続して集石の検出を行なった。その結果、分布調査

において珠洲壷・片口鉢を採集した地点より西に30cmほ ど離れた場所で珠洲重 (図版8-1)と それに蓋として覆い被

さる珠洲片口鉢 (図版8-2)が土中に埋設された状態で出上した。明確な埋設用土娠は確認できない。重の内部は明

褐色土で埋まり、壼の日縁部破片と蓋となっていた片口鉢の破片が底付近に落ち込んでいた以外には何も入っておら

ず、焼骨も認められなかった。

集石中央部付近では、多量の珠洲重体部破片が散布している状況を確認した。これらはその後の整理作業によつて、

1個体の大型の壼 (図版7-7)であることが判明した。底部は土塁上に据えられた状態で出上しており、埋設された

ものではないようである。また、土塁上面の南側肩部付近において火打金 (図版7-8)が1点出土しているが、元位

置を遊離しているようである。

その他の集石 (第 1図)平 坦面3の北狽I縁辺の崖際に連なる29号塚以外の集石については、本年度調査では集石検

出作業の継続にとどまり、その性格を明らかにすることはできなかった。作業に伴って各集石より珠洲壼・片口鉢片

が散発的に出土 (図版10～ 12)し たほかは、集石25。 26の南からは石硯破片 (図版12-18)、 集石30付近からは鉄製

刃物の破片 (図版9-7)と土製人形 (図版12-17)が出土したのみである。

平坦面 3(第 1図、図版27・ 28) 平坦面3は集石20～集石30の南に広がる850♂ほどの平坦面である。標高は約85

～86.5mを 測り、南側に若千傾斜している。現在は杉の植林が行なわれているが、地表面には過去の畑作による畝状

の高まりが認められる。経塚群・集石群に隣接することから堂など何らかの関連施設の存在が推定されたため、第1

トレンチ～第5ト レンチの試掘 トレンチを設定して遺構の検出を試みたが、遺構を検出することはできなかった。ま

た、表土中、あるいは表土直下より数点の遺物が出土したものの、それらは全て北側の集石に伴うものの流れ込みと

判断し得る珠洲三・鉢の小破片や近世以降のものであった。遺構自体が存在しなかったのか、後世の畑作・植林によ

って遺構面が失われたものかについては今回の調査では明らかにできなかった。

2.遣物 (図版2～ 図版12・ 図版30～ 40)

円念寺山遣跡で出土した遺物は、金銅製独鈷杵・銅碧・銅鏡・短刀・火打金 。青白磁合子・青白磁小重 。青白磁稜

花皿・珠洲経筒外容器・珠洲四耳壼・珠洲重・珠洲片口鉢 。石硯などであり、いずれも本遺跡の主体が経塚群である

ことを色濃く示すものである。ここでは、埋納主体部が良好に遺存していたものについては遺構毎に、その他のもの

については遺物の種別毎にその概要を述べる。

1-1号石椰出土遺物 (図版2) 図版2-1・ 21ま 1-1号石移卜出土。lは金銅製独鈷杵であり、密教法具のうち最も

重要視される金岡I杵の基本形態をなすものである。鈷の両端にわずかな傷みが認められる以外はさしたる欠損もなく、

表面には黒漆の塗膜を残す優品である。把中央部には大型で立体的な横長の鬼ロカ滋つ廻 り、その両側には3条の紐帯

できつく締めたむくりのある8葉蓮弁帝と、断面方形で匙面のある鋭い鈷が取り付 く。また蓮弁は素弁で鏑が立ち、
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蓮弁帯と鬼目部・鈷部との接続部には栗を表わす無数の線刻が施されている。これらの諸特徴から、本品の製作年代

は平安時代後期の範疇で捉えることが可能であろう。なお、主要な計測値は以下の通りである。

全長 :18,2cm  把部長 :6.3cm  鬼日長径 :1.2cm  鬼目短径 :0。9cm  蓮弁帯長 :2.7cm(左 右とも)

蓮弁帯径 :紐帯都1.3cm/栗部1.6～ 1.8cm  鈷部長 :左 5.9cm/右6.Ocm  鈷部幅 (節):左1.7cm/右 1.6cm

独鈷杵をはじめとする金岡↓杵は、一般的には非常に長期にわたる伝世を経るという性格を有する。そのため、信仰

遺跡から出土する金岡↓杵は埋納用に製作された模造品や非実用品が多く、法具として実際の修法に使用された実用品

の出土は極めて稀である。そのような中で、本品は造作も精緻で表面には黒漆の塗膜を残すなど実用品とみてよい点

が多く、またその製作年代もH世紀代にまで湖りうる可能性を持っており、国内でも極めて貴重な遺例である。また

こうした資料的価値のみならず、そのような品がこの地に埋納されたという事実も重要であり、本経塚群造営にあた

っての強烈tな意識の存在を如実に示しているものと考えることも可能であろう。

2は銅碧で、表面中央の撞座以外は表裏ともに文様のない素文片面碧である。碧とは仏教において勤行の際に打ち

鳴らされる鳴具の1つであり、前述の独鈷杵同様、寺院において長年にわたつて使用される性格のものである。本品

は出土時には割れていて左狽Iの肩尖と鉦を欠失するものの、ほぼ完形で絃長 (裾幅)は 15,7cm、 厚さは外部で0.lcm、

縁部で0.3cmを 測る小型・薄手の品である。撞座は中央に9イ固の房子を置き、無文帯と薬を表わす線刻帯とを経て外周

に14葉の花弁を廻らせる菊花様を呈し、その径は4.7cm、 厚さは0.2～ 0,3cmほ どを測る。縁部は幅0.3～ 0.5cm、 高さ0.3

cmで断面形は三角形に近いがやや九みを帯びる。

碧は一般的に撞座のみの無文碧で片面のものが古式であるとされており、本品の製作年代も他の出土遺物から推定

される本経塚群の造営時期 (12世紀後半代)を降らないものとみて良さそうである。なお、碧が遺跡から出土すると

いう事例は多くはなく、特に経塚から出土することは稀である。しかも、今回のように同一の石彬卜内において独鈷杵

とセットで埋納されていたことが発掘調査によって確認されたのは、おそらく国内でも初の事例であろう。

1-2号経塚出上遺物 (図版2) 図版2-3～ 5は 1-2号経塚出土。3は珠洲四耳重で、経筒外容器として用いられ

たものである。器高27.7cm、 日径11.2cm、 胴部最大径20.2cm、 底径10.6cmを測り、いわゆる壷RttA Ⅱ類に分類される。

倒卵形の体部より上方に伸び上がる口頚部は、日縁部で緩やかに外反し端部を九くおさめる。環状把手は幅5,4cm、

高さ2.7cm前後で垂直に近く立ち上がる。内外面ともに乾輯成形の痕跡を残し、外面は櫛描波状文等の装飾は施され

ず素文のままである。外底面には回転糸切り痕をとどめる。焼成は還元硬質で色調は概ね暗灰色をなす。全体的に降

灰による自然釉がかかり、肩部付近では剥落して器面が荒れる。珠洲焼編年の I期 に属するものと考えた。

4は珠洲片口鉢で、3の蓋として用いられたものである。器高9,2硼、日径18,2cm、 底径9.6cmを 測る小型品で、やや

膨らみつつ立ち上がる器形をなす。日縁端部はしっかりと面を取るものの、内面倒は上方に突き出し、外面側はやや

丸みを帯びる。注目は丁寧にU字状に挽き出される。外面は右側面に櫛状工具による加飾が施される。底部は内外面

ともに焼き膨れしているがそのまま使用され、外底面には回転糸切り痕をとどめる。焼成は還元硬質、色調は灰色を

呈し、内面に降灰による自然釉と器面の荒れが認められる。これも珠洲焼編年 I期のものと考えた。

5は短刀であり、切先及び≧尻を欠失する。現存長は26.5cm、 復元刃長は24.Ocm、 刃元幅は2.6cmを 測る。刀身に反

りはなく直線的で、関部は棟区が直角関、刃区が撫関をなす。茎部には目釘穴が1つ認められる。

2-2号経塚出土遺物 (図版3) 図版3-1・ 2は2-2号経塚出土。1は珠洲経筒外容器で、身と蓋を合わせた総高

は28.Ocmを測る。体部がわずかに膨らみながら内湾しつつ立ち上がる円筒形の身は、器高25.7cm、 国径16 2cm、 胴部

最大径17.8cm、 底径17.Ocmを測り、いわゆる経筒BⅡ l類に分類される。素縁の国縁端部は外側に傾斜する端面を取る

が、外面側は九みを帯びる。また、日縁端部より0.5cmほ ど下りた外面には棒状工具による縦一文字の記号がある。

紐作り成形の後内外面とも幌幅撫で調整を施し、さらに幅2cmほ どの板状工具の端面によって外面は上方から下方ヘ
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と掻き下ろし、内面は下方から上方へと掻き上げて仕上げる。内面には一部粘土紐の接合痕が、内底面には多数の指

圧痕が残る。外底面は不明瞭ながらも一部に糸切り痕をとどめる。焼成は遠元硬質、色調は暗灰色を呈する。外面は

一部降灰による自然釉がかかるが、内面全体及び蓋で隠れる部分には一切認められず、蓋をした状態で同時に焼成さ

れたものであろう。蓋は器高8 1cm、 回径24cmを 測 り、広い底部とそこから急角度に立ち上がる鉢状の器形を取る。

しつかりと端面を取つた口縁から1.5cmほ ど下がつたところに蓋の外端部を意識したような段を廻らせ、その上に横

一文字の記号が描かれている。内外面ともに幌幅成形痕を残し、蓋上面にはU字状の無数の櫛描文、外側面には斜位

の櫛描文を施す。焼成は還元硬質で色調は灰色を呈し、外面の一部には降灰による自然釉がかかる。これらはともに

珠洲焼編年 I期の範疇に入るものと考えた。

2は短刀で、切先を若千欠失する。現存長31.lcm、 復元刃長23.8cm、 刃元幅2.6cmを 測る。刀身は直線的で、関部は

棟区・刃区ともに直角関で茎部に至る。茎部長は8.4cmを 測り、≧尻は九みを帯びて尖る。木質は茎部に一部遺存す

るのみであるが、関部付近の錆には半円形の痕跡があり、呑口構造の合口ttFえ であつたことが想定できる。

3号経塚出土遺物 (図版3・ 4) 図版3-3～ 図版4-7は 3号経塚出土。図版3-3は 珠洲経筒外容器で、身と蓋を合

わせた総高は38 8cmを 測る。胴中位に重心を置いて膨らみ、内湾して立ち上がる円筒形の身は器高26.8cm、 口径18.5

cm、 胴部最大径20.9cm、 底径16.2cmを 測 り、いわゆる経筒BⅡ l類に分類される。素縁の口縁端部は若千内傾しながら

も明確な端面を取る。日縁端部より3.5cmほ ど下に横一文字の記号を入れる。内面には部分的に粘土紐の接合痕が残

り、組作り成形の後に内タト面とも幌幅撫で調整によって仕上げている。外底面は糸切 り痕を撫で消した後に先端の九

い棒状工具によって5行 18文字に及ぶ刻銘が施される。この銘文は「ふち二ね  ふちわらの  国公  有近

八月十四日Jと 読むことが可能で、1行 目の「ふち二ね」を「文治二年」、つまり西暦1186年 の略であるものと考える

と、多くの出土遺物が示唆する本経塚群の造営時期 (12世紀後半代)と合致する。しかしながらまだ解釈の余地は残

されており、銘文全体の意味も含めてなお検討を要する。焼成は遠元硬質、色調は暗灰色を呈する。外面は広範囲に

わたって降灰による自然釉がかかるが、内面及び蓋で隠れる部分には一切認められず、蓋をした状態で同時に焼成さ

れたものであろう。蓋は器高14.8cm、 口径23 5cmを 測り、浅鉢状の本体とその頂部に付加された装飾部からなる。口

縁部はやや内湾しながら開き、外狽1に傾斜する明確な端面を持つ。蓋頂部 (外底面)には装飾部の接合面から糸切 り

痕が確認できる。内外面ともに幌幅成形痕を残し、外面は全体にわたって蓮華の花弁を入方に櫛描きしており、さら

にその花芯部にあたる蓋頂部には四方火焔をもつ宝珠を頂く。この四方火焔宝珠は手捏ねで成形・付加されたもので、

櫛描はその部品上にも及んでいることから、装飾部の付加後に櫛描がなされたことが窺える。焼成は還元硬質で色調

は灰色を呈し、外面の一部には降灰による自然釉がかかる。これらはともに珠洲焼編年の I期の範疇に入るものと考

えた。

図版4-Hよ青白磁合子である。身は器高2.35cm、 日径6.85cm、 底径6.4cm、 蓋は器高1.8cm、 口径7.8cmを それぞれ測

り、身と蓋を合わせた総高は3.65cmと なる。身・蓋ともに側面を26単位の凹凸によって菊花様の形態にかたどつた淡

青白色の合子で、経塚出土品としては極めて典型的な部類に入る。蓋上面にはうっすらと花弁や葉の文様が確認でき

るが彫りが浅く、文様の詳細については不明である。

2は青白磁小壺である。器高4.2cm、 国径2 6cm、 胴部最大径6.lcm、 底径2.9cmを 測る。やや重心の高い球状の胴部に

ごく短く突出する口頚部が取り付く。肩部には段が廻り、それより下位は回転ヘラ削り、そこから内面にかけては税

幅撫でで調整する。外底面と内面の一部を除くほぼ全体に若千青みがかった乳白色の釉がかかる。外底面は回転ヘラ

切りの痕跡が残るが、摩減している。

3は火打金である。偏平な二等辺三角形の両端を持ち上げたような形態をなし、身部分の幅・高さはそれぞれ7.8

cm・ 2.9cmを 測る。上部は薄く下端に近づくほど厚くなり、最大厚は0.5cmを 測る。子しは認められない。なお、図中左
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側の端部付近には布状の圧痕が錆上に残 り、布に包んだ状態で埋納された可能性がある。

4～ 7は短刀である。41ま切先と関部以下を欠失する。現存長25,9cm、 現存刃長25,Ocm、 刃部幅2.9cmを 測る。刀身は

直線的である。本質の遺存はないが鞘口付近には半円形の痕跡があり、呑口構造の合口怖えであつた可能性がある。

5は切先と≧尻を欠失する。現存長29,4cm、 復元刃長23.3cm、 刃元幅2.7cmを測る。刀身は内反りとなり、関部は棟

区・刃区とも直角関で茎部に至る。茎部には中ほどに目釘穴が1つ存在する。部分的に木質が遺存する。6は茎部の目

釘穴を境に茎尻を欠失する。現存長23.9cm、 刃長20,3cm、 刃元幅2.5cmを 測る。刀身は直線的で、関部は棟区が斜関、

刃区が直角関となる。一部に木質が遺存する。7は完形品で全長27.3cm、 刃長18cm、 刃元幅2.75cmを 測る。刀身は直線

的ながらも刃先がややふさり、棟も他のものとは異なり中央部がやや高くなって庵棟状を呈する。関部は両区とも直

角関で茎部に至る。茎部長は9,3cmを測り、茎尻は九みを帯びてすばまる。茎部には中央刃部寄りに目釘穴が1つ存在

する。

7-2号経塚出土遺物 (図版4) 図版4-8,9は 7-2号経塚出土。8は珠洲四耳壺で、経筒外容器として用いられ

たものである。器高24.lcm、 口径10.4cm、 胴部最大径19.6cm、 底径10.4cmを 測り、いわゆる壺RttA Ⅱ類に分類される。

倒卵形の体部からやや開きながら立ち上がる日頚部は、日縁部において外反した端部にしっかりと面を取り、その外

端を嘴状に成形する。環状把手は幅5.8cm、 高さ1.5cm前後で斜め前方に立ち上がる。環状把手の間には「大」の字の

記号を刻む。内外面ともに幌櫨成形の痕跡を残し、上胴部には横位の太い櫛描波状文が少なくとも3度に分けて施さ

れる。外底面には不明瞭ながらも回転糸切り痕をとどめる。焼成は還元硬質で色調はIFAね灰色を呈し、全体的に降灰

による自然釉がかかる。珠洲焼編年の I期 に属するものと考えた。

9は珠洲片口鉢で、8の蓋として用いられたものである。器高10.9cm、 国径23.9cm、 底径9.6cmを測る。若干直線的な

がらも膨らみをもって立ち上がり、口縁部は内湾ぎみにおさめる。日縁端部は外傾しつつ2面で構成されて端部中央

に弱い稜が廻り、内端・外端ともにやや突出する。注口部付近は古く欠損し、破損面は一部摩滅している。外底面に

は静止糸切り痕をとどめるが一部摩滅している。焼成は還元軟質、色調は概ね黄灰色を呈する。珠洲焼編年 I期の範

疇で捉えられるものと考えた。

9号経塚出土遺物 (図版5。 6) 図版5-1～図版6-5は 9号経塚出土。図版5-11よ珠洲四耳重で、経筒外容器とし

て用いられたものである。器高25.2cm、 国径10.5cm、 胴部最大径19 8cm、 底径10,3cmを 測り、いわゆるこRttA Ⅱ類に

分類される。倒卵形の体部から短く立ち上がる国頚部は外反した口縁端部にしつかりと面を取り、その内端を上方に

摘み上げる。環状把手は幅6.6cm、 高さ1.5cm前後で斜め前方に立ち上がる。接合部は丁寧に撫で付けられ、把手中央

部は強めに摘む。内外面ともに槻櫨成形の痕跡を残し、特に内面は約lcm幅の密で明瞭な嘘輯目をとどめる。胴部に

は上位2/3ほ どにわたつて横位の櫛描波状文が一筆書きで施される。外底面には回転糸切 り痕をとどめる。胎土は精

良緻密、焼成は還元硬質で色調は槻ね灰色を呈する。降灰による自然釉は認められない。全体的に精緻な作りで繊細

な印象を受ける。珠洲焼編年の I期に属するものと考えた。

2は珠洲片口鉢で、1の蓋として用いられたものである。半割品で注目部分は含まれないが、破断面付近で口縁外周

が内側に入り込む様子が確認でき、その延長に注目の存在が窺われる。器高11,7cm、 日径24 9cm、 底径10.4cmを 測る。

膨らみをもって立ち上がる半致状の器形をなし、しっかりと面を取った日縁端部はやや外傾する。内面には約lcm幅

の密で明瞭な幌幅目を残している。外底面には回転糸切り痕をとどめる。焼成は遠元硬質、色調は4PAね灰色を呈する。

珠洲焼編年 I期の範疇で捉えられるものと考えた。

図版5-3～ 図版6-31よ 短刀である。図版5-3が≧尻、図版6-1が切先を欠失する以外はほぼ完形である。以下に、

各短刀について現存長・刃長 (復元)・ 刃元幅・茎部長 (現存)の計測値を記す。

図河見5--4:34.Ocm、  25.Ocm、  3.2cm、  9,Ocm図版5-3:23.Ocm、 20.Ocm、 1.9cm、 (3.4cm)
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図版5-5i30.5cm、 22.4cm、 2.5cm、 8.Ocm    図版5-6:30.7cm、 24.6cm、 2.6cm、 9.Ocm

図版6-1:28.lcm、 (22.3cm)、 2 3cm、 7.9cm   図版6-2:31.4cm、 22.7cm、 2.5cm、 8.lcm

図版6-3:33.5cm、 24,2cm、 2.7cm、 8.8cm

これらは図版6-3のみ切先が若千ふさる以外は全て平造り,平棟造りで直線的な刀身をなし、またいずれの短刀も

関部は棟区・刃区ともに直角関となる。茎部には中央刃部寄りに1つの目釘穴が貫通するが、図版5-6の み2つ認めら

れる。茎尻はいずれも尖りぎみにおさめる。7口全てに木質が遺存し、図版5-4・ 6。 図版6-11ま奉口構造の合口jtFえ

であったことがわかる。図版6-1では柄縁に樹皮様のものが巻かれている。なお、図版6-3の関部付近には後述する

棒状鉄製品の断片が銹着している。

4・ 5は棒状鉄製品である。4は全長12.8cmの 棒状で断面形は中央部で0.4cm四 方の方形をなす。左端は匙状に面取り

し、右端は先細 りとなり筒状の突起物がある。5は両端を欠失し、現存長は7.Ocmを測り、断面形は0.4cm四方の方形を

なす。右半部は右回りに一回転ねじられている。左端は2片が重なるようであるが、欠損 している。釣状になるもの

であろうか。これらは紡錘車の紡茎の可能性がある。

10号経塚出土遺物 (図版6) 図版6-6～ 10は 10号経塚出土。6は珠洲壺で、経筒外容器として用いられたものであ

る。日縁部の一部を欠くがほぼ完形である。器高37.8cm、 日径23.9cm、 胴部最大径35,Ocm、 底径14.3cmを測る中壷で、

重Tttc I類 に分類されるいわゆる短頚球胴壷である。口頚部は直立に近い状態で短く立ち上がり、日縁端部は上端

を摘みぎみにおさめている。成形は胴上部と胴下部が幌幅成形で、その間を埋めるように外面は右下がりの矢羽根状

の叩目を施し、それに対応する内面は当具痕を横位に撫で消した痕跡が残る。肩部には「の」の字状の記号が刻まれ

ている。底部は砂底であるが、底部鉢形成形時の糸切り痕がうつすらと確認できる。焼成は還元硬質で色調は概ね灰

色を呈し、一部には降灰による自然釉がかかる。珠洲焼編年 I期に属するものと考えた。

7は銅鏡で、直径9.9cmの車花蝶鳥鏡である。厚さは鏡胎無文部で約0,lcmを測り、薄手である。縁部は鏡胎部よりも

やや厚手の中縁で、その高さは0.6cmを 測る。鏡背中央には不明瞭ながらも径1.6cmの 菊花様の鉦座があり、径0.7cm、

高さ0.2cmほ どの裁頭円錐状の鉦が乗る。鉦には径0,2cmほ どの円形の孔が鏡胎を一部扶るようにして貫通する。鏡背

面には径7.5cmの界圏が廻り、一部それと重なるようにして草花、2羽の′烏、2(な いし3)匹の喋がそれぞれ構図の上

下を統一して配置されている。草花は7に図示した向きで下から上に向けて伸び、鉦を境に下位には2羽の鳥が右向き

に並んで飛び、鉦の上位では2匹の蝶が同じく右向きに舞う。

8～ 10は 6の壼中より検出した不明鉄製品である。いずれも破片で接合こそしないものの、本来は同一の個体であっ

た可能性が高い。棒状の部分は断面方形～長方形を呈し、8の先端部分は板状に薄く広力Sり 、9の先端は側面で見ると

U字状 |こ 曲がる。以上の特徴からはこれらが和鋏の断片である可能性を指摘できるが、詳細は不明である。

11号経塚出土遺物 (図版7) 図版7-1～ 6は 11号経塚出土。このうち1・ 2は昨年度既に報告した珠洲壼 。片口鉢で

ある。11よ珠洲壺の日縁部で、口径22.Ocmで玉縁状の日縁に沈線を施す。21ま珠洲片口鉢で、1の蓋であったものと考

えられる。器高12.2cm、 日径27.4cm、 底径12.Ocmを 測る。膨らみをもって立ち上がる器形をもち、日縁外端はしっか

りと面を取る。注目は口縁の外周線にコの字状に丁寧に作られている。外底面に回転糸切 り痕を残す。焼成は遠元硬

質、色調は黄灰色を呈する。これらはともに珠洲焼編年の I期に属するものと考えた。

3・ 4は銅鏡である。31よ直径11 0cmの 草葉双鳥鏡である。厚さは鏡胎無文部で約0.2cmを 測る。縁部は鏡胎部とほぼ

同じ厚さで立ち上がる細縁で、その高さは0.9cmを 測る。鏡背中央には径1,7cmの円形の錘座があり、径0,9cm、 高さ0,3

cmほ どの半球状の鉦が乗る。鉦には径0.3cmほどの半円形の子しが貫通する。鏡背面には径8.2cmの 界圏が廻り、萩と思

しき草葉が絡み、その内側に2羽の鳥力湘己置されている。本鏡は構図上の上下の区別はないようで、図中で鉦の左に

位置する鳥は左側を下方にして図の下側に向かって飛翔する。それに対し鉦の右側に位置する′島は図の下を下方とし
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て木の枝にとまる。本鏡の製作年代は12世紀第3四半期に位置づけられる。

4は直径9.75cmの唐草漑鳥鏡である。直径に比 して鏡胎は厚く、無文部で0.2cmを 測る。縁部は断面が三角形に近い

蒲鉾形で、その幅・高さとも0.4cmを測る。中央には長径0.9cm、 短径0.5cmの 長円形を呈する高さ0,25cmの半球状の鉦

が鉦座を介さずに乗 り、その短軸方向に径0。2cmの鉦孔が両側から鼓状に貫通する。無界圏で、鉦を挟んで唐草と飛

翔する鳥が1対ずつ配置されるが、鳥はいずれも鉦を上方としている。鏡面には紙片が広い範囲にわたつて残存して

おり、埋納時には和紙で包まれていたことが窺える。本鏡の製作年代は12世紀前半に位置づけられる。

5・ 6は短刀である。5は切先・刃区偵1の関部・茎尻を欠失する。刀身中央部付近と関部でそれぞれ逆方向に曲がり、

意図的に折り曲げられた可能性がある。現存長は23.6cmを 測る。刀身に反りはなく、直線的である。関部は棟区で直

角関をなして直線的な茎部へと至る。茎部には目釘穴が1つ認められる。木質は茎部にのみ残る。61ま切先と茎尻を欠

失する。現存長24.4cm、 復元刃長22.lcm、 刃元幅2.6cmを 測る。刀身に反りはなく直線的で、関部は両撫関をなすよう

である。柄縁には半円形に木質が残り、呑口構造の合口棒えであつたようである。

29号塚出土遺物 (図版7・ 8) 図版7-7～図版8-4は 29号塚出土。図版7-71よ集石中央部付近より破片で出土した

珠洲重で、欠損部分が大きく不明な点が多いが、器高約70cm、 口径約45cm、 胴部最大径約67cm、 底径18.6cmを 測る。

日胴指数は67で広口壼の範疇に属するものであるが、重としては規格外の大きさであり、変則的な甕としてよいもの

かも知れない。長胴に近い肩の張る倒卵形の体部に断面コの字形の口頚部が取り付き、端部はほぼ水平に挽き出され

る。体部は底部の鉢形部分を除く外面全体に右下がりの平行叩きを施し、内面は当具痕を不定方向の指撫でによって

撫で消している。なお、接合しなかった肩部破片には「の」の字状の記号が刻まれている。外底面は砂底である。大

型品のため部位によるばらつきがあリー様ではないが焼成は概ね還元軟質、色調は黄灰色ないし灰褐色を呈する。珠

洲焼編年の I期～Ⅱ期の範疇で捉えられるものと考えた。

8は火打金である。偏平な二等辺三角形の両端を持ち上げたような形態をなすが、左端部を欠失する。身部分の復

元幅 。高さはそれぞれ10 0cm・ 3.3cmを 測る。上部は薄く下端に近づくほど厚くなり、最大厚は0,7cmを 測る。孔など

は認められない。

図版8-11ま珠洲重である。口縁部を一部欠くもののほぼ完形で、器高22.lcm、 口径12.lcm、 胴部最大径 16.8cm、 底

径8.4cmを 測り、いわゆる重RttA I類 に分類される。倒卵形の体部より開きながら立ち上がる口頚部は、日縁部にお

いて外反した後に内湾ぎみに九くおさめる。内外面とも幌櫨成形痕を残し、肩部には櫛描波状文が一筆書きで2段廻

らされる。その波状文を切るかたちで「十」の記号が刻まれる。外底面は不明瞭ながらも静止糸切り痕を残す。焼成

は遠元硬質で色調は概ね暗灰色を呈し、一部に降灰による自然釉がかかる。珠洲焼編年 I期～Ⅱ期の範疇で捉えられ

るものと考えた。2は珠洲片口鉢で、1の蓋として利用されていたものである。割れた状態で出土し全体の1/3ほ どを

欠失する。器高14.5cm、 日径36.6cm、 底径10,4cmを 測る。若千直線的ではあるが膨らみをもって立ち上がる器形をな

し、日縁端部は水平にしっかりとした端面を形成する。注回は回縁外周に「コ」の字状に丁寧に挽き出されている。

内面には1の壺同様「十」の記号が刻まれる。外底面には静止糸切り痕が残る。焼成は還元硬質で色調は概ね黄灰色

を呈するが、1の壼中に落ち込んでいた破片はいずれも灰白色を呈していた。降灰による自然釉等は確認できない。

これも1の重同様、珠洲焼編年の I期～Ⅱ期の範疇で捉えられるものと考えた。

3・ 4は平成11年度に実施した分布調査において採集された珠洲壺 。片口鉢である。過去に2度報告しているのでこ

こでは簡略に述べる。3は器高22.9cm、 日径11.5cm、 胴部最大径17.lcm、 底径8.lcmを 測る壺で、いわゆる重RttA I類

に分類される。内外面に槻幅成形の痕跡が残り、外底面に静止糸切り痕を残す。頚部から胴上部に一筆書きの2段の

櫛描波状文が廻り、その他2箇所に縦位の波状文を施す。焼成は還元硬質、色調は黄灰色を呈する。4は3の蓋と考え

られる珠洲片口鉢で、器高8.8cm、 日径21.2cm、 底径8.lcmを 測る。膨らみをもって立ち上がり、日縁端部はしっかり
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と面を取る。外底面には静止糸切り痕を残す。焼成は還元硬質、色調は灰褐色を呈する。3・ 4と もに珠洲焼編年の I

期に属するものと考えた。

輸入磁器 (青白磁、図版8) 図版8-5は 8-1号経塚出上の青白磁小杯である。器高1 8cm、 日径4.Ocm、 底径2.2cm

を測る極めて小型の杯である。胴部下半に明確な稜が立ち、それより下位は回転ヘラ削り、その他は幌櫨撫でによっ

て調整されている。施釉は概ねその稜を境に上位になされる。外底面は回転ヘラ切 り痕を残すが、摩滅している。

6・ 7は 13-2号経塚出土の青白磁である。61ま小重で、器高3.8cm、 回径2.85cm、 胴部最大径6.Ocm、 底径2.85cmを測る。

形態的特徴は3号経塚出上のものとほぼ共通するが、本品の方が偏平である。釉調も若千異なり、本品のものはやや

黄みがかっている。以上のような相違点はあるものの共通性は高く、同工とまではいかなくとも同一生産地の品であ

る可能性が高い。7は稜花皿で、器高1.4cm、 回径7.9cm、 底径3 1cmを 測る。経塚出土品としては稀な例に属するもの

で、外反する口縁部にほぼ等間隔で6箇所の切り込みがあり、それぞれから中心に向けて一本ずつ細い突線が走る。

また、内面にも径5cmほ どの円形に突線が廻る。タト底面を除く全ての部分に淡く青みがかった釉が施されている。外

底面は回転ヘラ切り痕を残すが、他の青白磁製品同様摩滅している。

鉄製品 (図版9) 図版9-1～ 6は上記以外の経塚遺構に伴って出土した短刀である。1～3は 5号経塚から出土した

もので、現存長はそれぞれ25.5硼 、26.4cm、 24.2cmを 測る。いずれも刀身に反りはなく直線的で、1・ 21ま両撫関をな

す。棟は1・ 2が平棟造りであるが3のみ庵棟状である。全体的に木質が良好に遺存し、21よ鞘口部が半円形に狭れ、呑

日構造の合口神えの可能性がある。31ま柄部全体が木質に覆われる。

4は 7-1号経塚出土のもので、刀身部の1/3ほ どと茎尻を欠失し、側面観は大きく湾曲している。現存長は19.7cm

を測る。本質が良好に遺存し、図示し得なかった裏面では呑口構造の合口祐えを示す鞘口・柄縁が認められる。

5は 8-1号経塚出土で、昨年度にも報告したものである。完形品で全長33.9cm、 刃長27 2cm、 刃元幅3.lcm、 を測る。

庵棟造りの刀身は直線的であるが、刃先はややふさる。関部は棟区・刃区とも直角関をなして長さ6 7cmの茎部へと

至る。部分的に木質が遺存するがttFえ は不明である。

6は 13-1号経塚出土。切先と茎尻をわずかに欠失するが全形を復元可能で、復元全長28,7cm、 復元刃長22.3cm、 刃

元幅2.6cm、 復元茎長6.4cmを測る。刀身は反りがなく直線的で、関部は両直角関をなす。

7は集石30の横から出土した現存長5.7cm、 幅2.Ocmの刃物断片である。両刃造りで、両面に鏑が認められる。

土師質皿 (図版9) 図版9-8～ 11は 16-2号経塚南の土師質皿・炭化物集中域から細片となって出土した土師質皿

である。8は器高3 8cm、 口径12cm、 底径5,Ocmに復元し得た。幌櫨成形で、端部は九くおさめる。胎土は粗くlmm大の

砂礫を多く含む。91ま底径3.9cmを測る底部破片で、外底面には不明瞭ながらも回転糸切り痕を残す。胎土はやや粗い。

10は底径4.3cmを 測る底部破片で、底部は低い柱状を呈する。外底面には回転糸切 り痕が残る。胎土はやや粗い。11

は手捏ね成形のもので、底部は長径4.8cm、 短径4 5cmの略円形を呈する。胎土は粗くlmm大の砂礫を含む。

珠洲 (図版9～ 12) 図版9-12～ 図版12-16は珠洲で、個別に取り上げなかった経塚・集石より出土したものであ

る。図版9-12～ 14は、経筒外容器及び蓋である。12は5号経塚の集石中より出土した経筒外容器の蓋である。日径

17.Ocmの鉢形の器形をなし、口縁端部はしっかりと面を取って外端を外に摘み出す。内外面ともに幌櫨成形痕を残し、

タト面には一部引っ掻いたような痕跡がある。焼成は還元硬質、色調は概ね灰色を呈する。13・ 14は 13-1号経塚から

破片となって出土した経筒外容器の蓋と身である。接合するものが少なく全体形は不明で、図示したものは各破片を

おおよその位置に置いた復元図である。13は蓋で、高さは2.5cm、 回径は19cmほ どを測る。平坦な蓋上面とそこから

垂下する縁部をもち、端部は九くおさめる。胎土は砂礫をほとんど含まず非常に級密であるが焼成はあまく、軟質で

ある。色調は灰色を呈する。14は 13に対応する身である。胴部が中央付近で緩く括れる円筒形の器形をなすものと考

えた。日縁端部はしっかりと面を取る。内外面ともに胴上半部には幌輯調整の痕跡が残るが、下半部は不明瞭である。
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外面は槻幅調整の後に縦方向の撫でを施しているが弱い。胎土には砂礫と海面骨針を含み珠洲産であることがわかる

が焼きが悪く、瓦質に近い。色調は暗灰色を呈する。13・ 14と もに他の経筒外容器とは雰囲気が異なり、西日本で盛

行した瓦質経筒の影響があったものかも知れない。

図版10-1～ 7は重の口縁部付近の破片である。Hよ集石24出土で口径は28.Ocmを 測る。外反して面を取った日縁端

部には中央に稜が立つ。21よ集石20出土で口径は27.Ocmを 測る。口縁部は外反し、端部はしつかりと面を取る。3～ 5

は集石25出土で、いずれも個体を異にする。 3は外端面に凹線が廻る三角形状の国縁をなし、上端は九 くおさめる。

4は国縁端部を欠くが、残存状況から判断すると10号経塚の壺 (図版6-6)の ように短く立ち上がる国縁部となるよ

うで、その復元口径は約20.Ocmと なる。5は嘴状に短く挽き出された口縁端部である。61ま集石22、 7は平坦面3の第3

トレンチ出土で、ともに日縁端部に稜が廻り類似するが、別個体のものと考えられる。これらの口縁部破片はいずれ

も珠洲焼編年の I期～Ⅱ期の範疇に入るものと考えた。

8～ 16は壼の肩部破片である。8・ 9・ 12は集石25出上で同一個体のものであり、平坦面3第 2ト レンチ出土の14も そ

の可能性が高い。頚基部より1段下がった位置から右下がりの平行叩きを施す。胎土や焼成具合から判断すると、こ

れに接続する国縁は3であったものと考えられる。10は集石26出土で、その他は平坦面3の試掘 トレンチからの出土で

ある。そのうち15・ 16はいわゆる壼RttA類の肩部で、横位の櫛描波状文が認められる。

17は平坦面3第 1ト レンチ出土で、幌櫨成形小重の底部付近の破片である。18は集石25か ら出土した重の底部で、底

端部から4cmほ ど上がった位置より右下がりの平行叩きが施される。

図版10-19～図版H-14は重あるいは甕の体部破片である。図版10-19～ 21は集石19から出土したもので、同一個

体である。22は 13-2号経塚の集石中より出土したものであるが、胎土や焼成具合から判断すると19～ 21と 同一であ

る可能性が高い。図版11-1は集石20、 2は集石21、 31よ集石23、 4～ 6は集石24、 7～ 10は集石25、 11は集石27、 12は集

石28、 13・ 14は平坦面3試掘 トレンチから出土したものである。

図版12-1～ 16は片口鉢である。1は 7-1号経塚出土で、器高8.8cm、 日径 14.9cm、 底径6.5cmを 測る小型品である。

膨らみをもって立ち上がる深い半球状の器形をなし、日縁端部はその先を切り落としたかのようなシャープな端面を

取る。注目は欠失しているが、内面の一部にその痕跡を残す。外底面には静止糸切り痕を残す。焼成は遠元硬質で色

調は灰色を呈し、日縁部と内面に降灰による自然釉がかかる。珠洲焼編年の I期 に属するものと考えた。21ま 16-3号

経塚出土で昨年度は集石16・ 17出土として報告したものである。器高9.3cm、 口径25,Ocm、 底径8.Ocmを 測る。1彰 らみ

をもって立ち上がり、国縁端部でしっかりと面を取る。内面には槻幅成形時の段が強く残る。外底面には回転糸切り

痕を残す。焼成は還元硬質で色調は尿黄褐色を呈する。珠洲焼編年の I期 に属するものと考えた。

3～ 11は口縁部破片である。31よ 16-2号経塚出土で、国径は32.Ocmを 測る。外傾する明瞭な端面を取 り、内端はや

や突出する。4は集石21か らの出土で、口径は27 0cmを 測り、端部はしっかりと面を取る。5は集石25出土で、日径は

14.Ocmを測る小型品である。日縁部は端部よリー段下を強く撫で回して九みを帯びた口縁帯を形成し、内面の一部に

は横位に櫛描状の文様が認められる。なお、7。 11はこれと同一個体の可能性が高いが、注目部破片の11は 1本の指で

U字状に注目部を引き出すものである。珠洲焼編年の I期～Ⅲ期の範疇で捉えられるものと考えた。6は集石26出土

で、口径13.Ocmを 測る小型品である。日縁端部にはしつかりと面を取る。8は平坦面3第 2ト レンチ出土で、小破片で

はあるが端部にはしつかりと面を取る。9。 10は注目部の破片で、9は 17号経塚石存【中、10は集石25か ら出土 したもの

である。

12～ 16は片口鉢の体部破片で、12が2-2号経塚南側の崖下で採取したものである以外は、全て平坦面3北側の集石

中より得たものである。

その他の遺物 (図版12)図版12-17は集石30の横から出土した素焼きの土人形である。胴体裏面と下半身を欠き、
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現存長は7.85cmを測る。手捏ねではなく型押しによって作られたもので、中空となる胴体部分の内面には布を当てて

指で押しつけた痕跡が残る。18は集石25。 26の南から出土した石硯の破片である。長方硯の長側縁の破片で、現状で

は長さ5.5cm、 幅2.9cm、 厚さは陸部で1.3～ 1.9cm、 堤部で2.3cmを 測る。安山岩製で、側面の一部から底面全体にかけ

て研磨面が剥落している (図中網点部)。 墨痕は確認できない。埋経に伴う写経で用いられたものの可能性があるが、

詳細は不明である。19は平坦面3第 5ト レンチから出土したサイコロである。一辺1.5～ 1.8cmの不整な立方体で、日の

配置は現在のものと共通する。材質は不明であるカツト常に硬く、プラスチックなどの化学樹脂ではなく石製の可能性

がある。

(2)分布調査 (黒川～護摩堂地区周辺)

今年度は黒川地区と護摩堂地区を結ぶ林道沿いを中心に分布調査と簡易測量を実施した (第 23・ 24図、図版29)。

調査は、富山大学人文学部考古学研究室の全面的な協力の下、調査担当者及び院生 。学生が行なった。今年度は調査

対象地区が広範囲であつたため、まず調査地区全域の踏査を先行して行なった。その結果、大小15ケ 所に及ぶ平坦面

及び平坦面群を確認し、その上で特に規模の大きい以下の3地点に絞って簡易測量を行なった。なお、これらはいず

れも非常に大規模なもので、今回図示し得た範囲が全てではなく、その外側にも大きな広がりをもつものであること

を明記しておく。

平坦面18は、黒川地区と護摩堂地区とのほぼ中間で、林道が急角度に切返す地点の東側に位置する平坦面群を総称

して名付けた。字名は岸天。標高は約140～ 180mにわたる。ここには地元で「仏岩」と俗称される露岩群があり、そ

の周囲に多数の平坦面が小道を介して連なっている。平坦面は大きいもので50m X 30mほ どで、一部には塚状の高ま

りや集石も散見される。また、これらの平坦面群の背後の急斜面の中腹では、岩屋状の開口部をいくつか確認してい

る。現在は杉の植林が行なわれている。

平坦面19は、護摩堂地区の人幡社の北西200mほ どの位置に連なる平坦面群を総称して名付けた。字名は曲戸。標

高は約320～ 350mに わたる。最高所に20m× 10mほ どの方形の平坦面があり、そこから下方に向かつて大小様々な平

坦面が展開し、山間寺院のようなあり方を見せる。平坦面の中には、木々の間を通して日本海まで望むことができる

ものもある。一部には塚状の高まりや集石が散見される。現在は竹林となっている。

平坦面20は、弘法大師巡錫の伝説が残る「弘法堂」の背後の山中から尾根上にかけて存在する平坦面群を総称して

名付けた。字名は村巻。標高は370～470mにわたる。長さ約70mに及ぶ土塁状の高まりや、大きなもので50m× 30m

ほどを測る平坦面などに加え、50基をはるかに越える多数の集石や塚を確認した。また、平坦面には一部に礎石と思

しきものが並んでいるのも確認できた。現在は杉の植林が行なわれている。

以上が今年度の分布調査の結果である。これにより、これまで調査してきた一連の中世宗教遺跡が黒川地区の内部

で完結するものではなく、護摩堂地区にかけても切れ目なく濃密に分布していることが明らかになった。今後は、そ

の背後に間違いなく存在したであろう剣岳・立山信仰との関わりを視野に入れた、さらに幅広い調査が必要である。
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(3)ま とめ

前述の調査結果とそこから得られた見解を整理し、まとめに代えたい。

1.円念寺山遺跡は、富山県中新川郡上市町黒川字舟ノ谷に所在する。遺跡は通称「円念寺山」と呼ばれる痩せ尾根

の先端から約90mにわたって展開し、標高は85m前後を測る。

2.遺構は全体で39箇所を検出した。遺跡の中核をなす尾根上に位置する遺構の基本的な構造は、大きめの石によつ

て作られた方形区画の中央部付近に土墳を穿ち、1枚の底石・4～ 6枚の側石・1枚の蓋石で構成される石存卜を構築

して埋納主体部とするものである。造営当初はその上部にも石積み・盛土を施していたものと推測される。

3.石棒【は、地上に1基、集石地下に23基の計24基を確認した。全体に良好な残存状況を示しているが、本来納めら

れていたであろう品物の多くはすでに抜き去られていた。しかし、被盗掘遺跡によく見られる徹底的な破壊の痕

跡がないことや、埋納品の抜き取 りの後にわざわざ蓋石を戻すなど集石を復元しているようなふしもあることな

どから、単純な盗掘行為としては考えにくく、何か宗教上の理由などが想定できる可能性を考えた。

4.石棒卜のうち埋納当時の状況をとどめるものは6基である。石棒卜にはそれぞれ珠洲経筒外容器2・ 珠洲四耳重3・ 珠

洲叩重1が中央に据えられ、その周囲 (石棒【内外)に副納品として銅鏡・青白磁・短刀 。火打金などが納められ

ていた。主体となる容器には内容物は残存しておらず確定的な物証はないものの、こうした遺物の種類や出土状

況からこれらが経塚であるものと考えた。また、遺物が検出されなかった石帝卜もその構造から経塚と考えられ、

本遺跡が23基以上の大規模経塚群であるものと考える。

5。 出土遺物は、金銅製独鈷杵・銅碧・銅鏡・短刀・火打金・青白磁合子・青白磁小壺 。青白磁稜花皿・珠洲経筒外

容器・珠洲四耳壷・珠洲重・珠洲片口鉢・石硯などであり、いずれも本遺跡の主体が経塚群であることを色濃く

示すものである。

6。 最も早い段階で尾根の先端に築かれたと考えられる1-1号石棒卜からは、金銅製独鈷杵と銅著が石棒【の片側に寄せ

並べた状態で出土した。これらは寺院における法具として長年にわたる使用・伝世を経る品であり、このように

石彬【内に埋納される事例は極めて稀である。特にこの2者がセットで埋納されていたことが確認されたのは初例

と考える。本経塚群造営にあたつての強い意志や祈りの表われ、あるいは結界のようなものであったと考える。

7.金銅製独鈷杵は12世紀を降らない時期の埋納と考えるが、製作年代はH世紀代まで遡る可能性がある。

8,本経塚群の造営時期は、出土した珠洲などの編年観よりその全てが12世紀後半代を降らないものであると考える。

特にほば完形で出土した珠洲経筒外容器・四耳壺・壼は経塚埋納用に作られた特注品と考えられるが、外容器蓋

の端部及び四耳壺・叩この頚部・端部の形状から12世紀後半代約50年に段階的に編年できるものと考えられ、他

の経塚出土遺物もほぼその年代に比定される。

9.周辺遺跡には、上市町黒川上山古墓群・黒川塚跡東遺跡・伝承真興寺跡があるほか、黒川の谷沿いに遺跡が数多

く点在し、護摩堂周辺にまで延びている。中世の前半期を中心として、周辺一帯が密教を中心とする一大霊場で

あったものと考える。

10.立山信仰に関する入場日としては、立山町芦吟寺、上市町大岩がこれまで想定されているが、上市町黒川・護摩

堂もこれに加わる可能性が高く、滑川市の一部も含む大きな広がりを見せることになると考えられる。

以上であるが、上市町内には大日岳山頂遺跡、大辻山祭祀遺跡、剣岳山頂遺跡など宗教上の霊山に遺跡の存在が確

認されている。これまでこれらは立山信仰に関わる遺跡として「点」での理解にとどまっていたが、今回を含む黒川

上山古墓群周辺調査で「線」として結びつきつつあり、常願寺川水系、芦崎寺を中心とする近世立山信仰だけでなく

12世紀代の立山信仰の姿を解明していく事ができるものと考える。
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